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庭や地域との連携を強め、様々な機会や場所を捉えて、家庭や地域と協働しながら児童生徒の教育に当た

る必要がある。 

 

  ((11))  社社会会にに開開かかれれたた学学校校、、社社会会にに開開かかれれたた教教育育課課程程  

    児童生徒が変化の激しい社会を生きていくためには、身近な地域を含めた社会とのつながりの中で

学ぶことが大切であり、その実現に向けて学校が社会に開かれた存在になることが求められている。 

    そのためには、児童生徒に必要な力や、よりよい社会を創るための目標を社会と共有し、連携しなが

ら教育に当たることや、地域の人的・物的教育資源を積極的に活用することが重要である。 

 

  ((22))  社社会会ととのの連連携携・・協協働働をを通通じじたた学学習習指指導導要要領領等等のの実実施施（（家家庭庭・・地地域域ととのの連連携携・・協協働働））  

    学校が家庭や地域と連携を強め、目標やビジョンを共有し、地域の様々な人材を活用しながら、子供

たちの成長に向けて、学校、家庭、地域が全体としてバランスのとれた教育を展開していくことが重要

となる。 

 

６６  生生涯涯学学習習のの実実践践者者ととししてて  

  未知の世界に挑戦していく子供たちを育てる者として、教職員自らが「学び続ける＝生涯学習」の実践

者であるべきことは言うまでもない。知識や教養、技術はもちろん、自分自身の生き方や子供たちとの接

し方など、学び続けることで自分自身をアップデートし、ウェルビーイングの向上を図っていくことが大

切である。 

 

＜参考（引用）文献＞ 

  ・（※１）「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な

方策等について」（答申） 平成28年12月 中央教育審議会 

  ・（※２）「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策について」（答申) 

      平成30年12月 中央教育審議会 

  ・（※３）「令和５年度 教育振興基本計画 Ⅱ.今後の教育政策に関する基本的な方針」文部科学省 

 

 

 

 

 

 

（※１）     （※２）    （※３） 
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年年間間研研修修計計画画（（例例））  

    素素養養  授授業業力力・・学学習習指指導導  担担任任力力・・生生徒徒指指導導  特特別別なな配配慮慮・・支支援援  ＩＩＣＣＴＴのの活活用用  

校校  

内内  

研研  

修修  

４４月月  

５５月月  

６６月月  

７７月月  

８８月月  

９９月月  

1100月月  

1111月月  

1122月月  

１１月月  

２２月月  

３３月月  

          

          

          

          

校校  

外外  

研研  

修修  

フフ
レレ
□□
シシ
□□
研研
修修
ⅠⅠ  

○倫理・服務 
（４月） 

○ﾒ ﾝ ﾀ ﾙ ﾍ ﾙ ｽ 
○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

（７月） 
○働き方改革 

（９月） 
○安全教育 

（11 月） 
○ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ 

（１月） 
○教職ｷ ｬ ﾘ ｱ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
（２月） 

○授業ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修Ⅰ 
（５～６月） 

○授業ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修Ⅱ 
（７月～１月） 

○道徳教育  （８月） 
○特別活動  （８月） 
○人権教育  （９月） 

 

○学級・HR 経営Ⅰ 
（４月） 

○ﾈｯﾄﾜｰｸ構築 
(家庭地域連携) 

（７月） 
○学級・HR 経営Ⅱ 

（８月） 
○生徒指導 

（９月） 
○キャリア教育 

（11 月） 
○教育相談 

（１月） 

○特別支援教育Ⅰ 
（８月） 

○特別支援教育Ⅱ 
［ｅラーニング］ 

（８～11 月） 

○学校事務 
（４月） 

○授業ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
研修Ⅰ 
（５～６月） 

○授業ｽｷﾙｱｯﾌﾟ
研修Ⅱ 
（７～１月） 

○情報教育 
（７月） 

フフ
レレ
□□
シシ
□□
研研
修修
ⅡⅡ  

○企業等研修 
（７～８月、 
10～11 月） 

○教職ｷ ｬ ﾘ ｱ 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

（１月） 

○授業力の向上（５月） 
○模擬授業研修 
（ミドルリーダー研修と
合同） 

（８月、９月）
○班別研修（研究授業） 

（９月～1 月）

○ポジティブ行動
支援で授業づく
り 

（１月） 

○ポジティブ行動支
援で授業づくり 

（１月）

○ＩＣＴを活用 
した学力の向 
上  （５月） 

○班別研修（研 
究授業） 
（９～１月） 

研研修修計計画画作作成成のの手手順順 
 １ 学習者のニーズ調査を行う。 
 ２ 学習者のニーズや学校の実態を踏まえ、年間研修計画を作成する。 
   その際、次の事項に留意する。 
  (1）とくしま教員育成指標を活用する。 
  (2) 総合教育センター等の校外研修との関連を踏まえる。 
  (3) 管理職の指導・助言を受ける。 
 ３ 『とくしま教職員研修のしおり（フレッシュ研修Ⅰ・Ⅱのしおり）～新たな教師の学びに向けて～』 
   を活用する。 
 ４ ベテラン教職員の培ってきた教育財産を積極的に活用する。 
 ５ 主体的な研修となるよう、常に研修内容や方法等の見直しを図る。 

「「徳徳島島型型メメンンタターー制制度度ⅡⅡ」」にによよるる研研修修のの年年間間計計画画ににつついいてて  

 ※項目によっては、複数の資質・能力の内容を含んでいる。

Ⅱ-4 教員の心得 
(P.19) 

Ⅲ-13 防災・安全 
教育 

(P.128) 

Ⅲ-3 学習指導 
(P.４１) 

Ⅲ-7 特別活動 

(P.７７) 

Ⅲ-10 人権教育 
(P.１１４) 

Ⅲ-6 総合的な学 
習（探究）の 
時間 (P.７０) 

Ⅲ-4 道徳教育 

(P.６０) 

Ⅲ-12 食育 
(P.１２５) 

Ⅲ-8 学級・ホーム 

ルーム経営 
(P.90) 

Ⅲ-9 生徒指導 
(P.97) 

Ⅲ-20 キャリア教育 
(P.157) 

Ⅲ-14 特別支援教育 

(P.132) 

Ⅲ-17 情報教育 
(P.141) 

Ⅱ-5 学校事務 
(P.21) 
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資質・ 
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